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● 1999：生物の進化を模倣した人工知能技術の研究

● 2002：インターネット上の知識共有・コミュニケーションの研究

● 2009：学術情報サービスCiNiiの開発責任者（〜2019）

● 2019：メディア芸術データベースのプロデューサー（〜現在）

● 2019：デジタル人文学の研究教育（〜現在）

● 2020：人工知能学会セマンティックウェブとオントロジー研究会主査（〜2022）

● 2020：人工知能学会編集委員会（〜2024）

● 2021：人工知能学会理事（〜2023）

● 2021：デジタルアーカイブ学会理事（〜現在）
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典拠の将来像：資料の結節点から社会の結節点へ 5

NDLAの上位語のネットワーク
ノード：20414
エッジ：16158

Gephiによる可視化 https://gephi.org/

https://gephi.org/


現代文化の統一タイトル 6

メディア芸術データベース
https://mediaarts-db.artmuseums.go.jp/

https://mediaarts-db.artmuseums.go.jp/
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マンガ

アニメ

ゲーム

・・・

制作・提供 受容・消費

作品 作品

作品の流通形態が送り手・受け手の回路を分断している？
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Web NDL Authorities https://id.ndl.go.jp/auth/ndla/?qw=ドラえもん
Wikipedia https://ja.wikipedia.org/wiki/ドラえもん

https://id.ndl.go.jp/auth/ndla/?qw=%E3%83%89%E3%83%A9%E3%81%88%E3%82%82%E3%82%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%83%A9%E3%81%88%E3%82%82%E3%82%93
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Web NDL Authorities https://id.ndl.go.jp/auth/ndlna/01089368
KAKEN 研究者をさがす https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000030413925/

https://id.ndl.go.jp/auth/ndlna/01089368
https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000030413925/
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伊藤大晃「アニメ制作会社と法人番号を紐付けたデータベース」 https://mediag.bunka.go.jp/madb_lab/event/2021-madb-contest-2/
e-Stat 統計LOD 地域に関するデータ https://data.e-stat.go.jp/lodw/provdata/lodRegion

https://mediag.bunka.go.jp/madb_lab/event/2021-madb-contest-2/
https://data.e-stat.go.jp/lodw/provdata/lodRegion


● 資料の結節点から社会の結節点へ

○ 分野・ジャンル・コミュニティを越境するための知識体系

○ 社会・経済活動を支える基本情報

● 変わりゆく典拠

○ タイムスタンプとしての書誌とは異なり、更新され続ける

○ コンテキストを踏まえた検索・情報提示

○ 体制と品質管理

■ （業として）更新されるデータベースとの連携

■ リンク情報の管理・定期的な確認

● 出典のない典拠

○ 他者に責任を委ねられない

○ 将来的な価値の源泉として「自ら」がつくる
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